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１．はじめに

１

川内原子力発電所２号機は、２０１９年１０月１８日に第２３回

定期検査を開始し、停止中における所要の検査を終了後、同年１２月

２４日に原子炉を起動し、２６日に発電を再開しました。

発電再開後は、徐々に出力を上昇させながら、各設備の運転状態の

確認を行い、２０２０年１月２３日に定期検査の最終検査である総合

負荷性能検査を終了し、通常運転に復帰しました。



○経 過

２０１９年 １０月１８日 発電停止

１２月２４日 原子炉起動

１２月２５日 臨 界

１２月２６日 発電再開

２０２０年 １月２３日 通常運転復帰

２

２０１９年 ２０２０年

１０月 １１月 １２月 １月

主

要

工

程

▼23
総合負荷性能検査

通常運転復帰

▼18発電停止

定格熱出力一定運転
定格熱出力一定運転

▼26発電再開

燃料取出 燃料装荷

１次系弁・機器類点検

タービン及び主要弁の分解点検他

発電機、非常用ディーゼル発電機点検

制御設備点検

放射性廃棄物処理設備点検

▼24原子炉起動
原子炉

容器開放

原子炉

容器組立

機能検査

▼25臨界

２．定期検査実績



３

格納容器

格納容器スプレイ

格納容器

スプレイ系

燃料取扱建屋

燃料ピット

クレーン

燃料集合体

使用済燃料

ラック

高圧注入系

低圧注入系

蓄圧

タンク

制御棒

加圧器

蒸

気

発

生

器

原子炉容器

1次冷却材ポンプ

燃料

蒸気

タービン 発電機

復水器
水

給水ポンプ

循環水

ポンプ

放水路へ

冷却水(海水)

原子炉を冷却する

放射性物質を

閉じ込める

原子炉を止める

原子力発電所では、原子炉等規制法に基づき、事業者及び国が、設備に異常が無いこと、

「原子炉を止める」、「原子炉を冷やす」、「放射性物質を閉じ込める」の各機能が健全

であること及び重大事故等の対応が可能であることを確認する。

３．定期検査（施設定期検査及び定期事業者検査）



４

○国が行う施設定期検査

・「原子炉等規制法第４３条３の１５第１項」及び「実用発電用原子炉の設置、

運転等に関する規則第４８条第１項」に基づき、施設定期検査を受検しま

した。

・川内２号第２３回定期検査における施設定期検査：６１項目

○事業者が行う定期事業者検査

・「原子炉等規制法第４３条３の１６第１項」及び「実用発電用原子炉の設置、

運転等に関する規則第５５条第１項第１号」に基づき、定期事業者検査を

実施しました。

・川内２号機第２３回定期検査における定期事業者検査：１０９項目

３．定期検査（施設定期検査及び定期事業者検査）



５

主 な 設 備 主 な 検 査

原子炉本体、および

原子炉冷却系統設備

ポンプ・弁分解検査、ポンプ・弁機能検査 等

計測制御系統設備 安全保護系機能検査、制御棒駆動系機能検査 等

燃料設備 燃料集合体外観検査、燃料集合体炉内配置検査 等

放射線管理設備 エリアモニタ機能検査 等

放射性廃棄物

処理設備

気体廃棄物処理系機能検査、液体廃棄物処理系機能検査 等

原子炉格納施設 原子炉格納容器漏えい率検査、原子炉格納容器隔離弁機能検査 等

電気設備 非常用ディーゼル発電機分解検査、非常用予備発電装置機能検査

蒸気タービン設備 蒸気タービン開放検査・性能検査

３．定期検査（施設定期検査及び定期事業者検査）



６

（１）原子炉本体、および原子炉冷却系統設備

① 原子炉本体、一次冷却系統配管などの供用期間中検査を実施したが、漏え

い、割れなどの異常は認められなかった。

② 加圧器安全弁検査、加圧器逃がし弁検査などを実施したが、異常は認めら

れなかった。

③ 非常用炉心冷却系の機能検査を実施したが、異常は認められなかった。

④ その他主要弁開閉検査、機器配管弁類についても機能等に異常は認められ

なかった。

４．主要検査及び点検結果



７

（２）計測制御系統設備

① 安全保護系の機能検査を実施したが、異常は認められなかった。

② 制御棒駆動系機能検査を実施したが、異常は認められなかった。

③ 制御用空気圧縮系機能検査を実施したが、異常は認められなかった。

④ その他核計装装置および一次系制御装置等の検査を実施したが、異常は

認められなかった。

（３）燃料設備

① 燃料集合体の外観検査を実施したが、異常は認められなかった。

② 燃料集合体の炉内配置検査を実施したが、異常は認められなかった。

（４）放射線管理設備

① エリアモニタ機能検査などを実施したが、異常は認められなかった。

４．主要検査及び点検結果



８

（５）放射性廃棄物処理設備

① 放射性廃棄物処理設備の点検、機能検査を実施したが、異常は認められな

かった。

（６）原子炉格納施設

① 原子炉格納容器漏えい率検査、原子炉格納容器隔離弁検査などを実施した

が、異常は認められなかった。

（７）電気設備

① 非常用予備発電装置機能検査を実施したが、異常は認められなかった。

② その他発電機本体、励磁機、変圧器、しゃ断器などの点検を実施したが、

異常は認められなかった。

４．主要検査及び点検結果



（８）蒸気タービン設備

① タービン車室の開放点検、附属設備の分解点検を実施したが、異常は認め

られなかった。

② 主蒸気安全弁検査、主蒸気逃がし弁検査などを実施したが、異常は認めら

れなかった。

③ その他主要弁開閉検査、機器配管弁類についても機能等に異常は認められ

なかった。

（９）プラント総合

① 定格熱出力一定運転において、総合負荷性能検査を実施した結果、各設備

の運転状態に異常はなく、安定した運転ができることを確認した。

４．主要検査及び点検結果

９



５．定期検査期間中に実施した主な工事

１０

格納容器スプレイ

加圧器 タービン

発電機

復水器

循環水

ポンプ

給水

ポンプ

原子炉

容器

体積制御タンク

充てん／高圧

注入ポンプ

蒸

気

発

生

器

（２）抽出ライン配管修繕工事

（１）燃料の取替え

燃料集合体１５７体のうち、１６体を新燃料（５５ＧＷｄ／ｔの高燃焼度

燃料）に取り替えた。

（２）抽出ライン配管修繕工事

予防保全の観点から、一部に使用していた冷間曲げ管を、残留応力が小さい

熱間曲げ管に取り替えた。

抽出ライン：１次冷却材（水）の水質や体積を制御するために、１次冷却材（水）を一部抽出するための系統

残留応力 ：配管の加工後に物体内に残る応力

冷間曲げ管：配管の曲げ加工時に熱を加えずに加工するため、熱間曲げ管に比べ残留応力が大きい

熱間曲げ管：配管の曲げ加工時に熱を加えて加工するため、冷間曲げ管に比べ残留応力が小さい

（１）燃料の取替え

【凡例】

：１次冷却材（水）

再生熱交換器

制御棒

１次冷却材ﾎ゚ﾝﾌ゚

原子炉格納容器



１１

（１）定期検査期間中の放射線業務従事者の線量（２０１９年１０月１８日～２０２０年１月２３日）

区 分

放射線業務

従事者数(人)

総線量

(人・Ｓｖ)

平均線量

(ｍＳｖ)

最大線量

(ｍＳｖ)

社 員 ３５８ ０．０２ ０．１ １．７

社員外 ２，０４５ ０．９８ ０．５ ８．３

合 計 ２，４０３ １．００ ０．４

（２）定期検査期間中の放射線業務従事者の線量分布（２０１９年１０月１８日～２０２０年１月２３日）

区 分 5mSv以下

5mSvを超え

15mSv以下

15mSvを超え

20mSv以下

20mSvを超え

25mSv以下

25mSvを超え

50mSv以下

50mSvを

超える

合 計

社 員 ３５８ ０ ０ ０ ０ ０ ３５８

社員外 ２,０３７ ８ ０ ０ ０ ０ ２,０４５

合 計 ２,３９５ ８ ０ ０ ０ ０ ２,４０３

区 分 測定対象延人数(人) 結 果

社 員 ４８２ 異常なし

社員外 ３,１９０ 異常なし

合 計 ３,６７２

（３）定期検査期間中の放射線業務従事者の内部被ばく（２０１９年１０月１８日～２０２０年１月２３日）

６．定期検査期間中の線量の状況



当社は、今後とも、安全確保を最優先に、原子力発電所の安全、

安定運転に努めてまいります。

７．おわりに

１２


